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左から江島議員、エルトゥールル大使、久保理事長、所社長、通訳（日本捕鯨協会提供）

鯨類の科学的利用で一致
日本捕鯨協とトルコ大使が会談

　日本捕鯨協会（久保好理事長）によると、同会は６日、東京都内において、

昨年１２月に国際捕鯨委員会（ＩＷＣ）へ加盟したトルコのオウズハン・エルトゥ

ールル駐日大使と意見交換した。鯨類資源の利用を科学的に議論すべきと

いう姿勢で一致した。

　鯨料理は初めてというエルトゥールル大使は、国内捕鯨最大手・共同船舶

の直営鯨食レストラン「くじらの王様　ラ・バレーナ・ネル・パルコ」でカルパッ

チョやステーキ、にぎり寿司などの鯨料理を堪能した。

　会談には自民党捕鯨議員連盟副幹事長の江島潔参院議員も同席。江島

議員とエルトゥールル大使は、１８９０年に和歌山沖でトルコ船が遭難したエ

ルトゥールル号事件における日本による救護活動や、イラン・イラク戦争時で

のトルコ航空機による日本人救出など、両国の間に深い絆があることを改めて確認。ＩＷＣにおける鯨類資源の利用の議論が科学的根拠に基づき行われるべき

だとの認識で一致した。

　共同船舶の所英樹社長は、これまでの研究や実験の結果、鯨肉に含まれる成分が人間の健康増進や長寿などに効果が期待できるなどを解説。久保理事長

は、今年９月にオーストラリア・ホバートでＩＷＣ総会が開催されることから、「新加盟のトルコの大使が、科学的根拠に基づき自国の立場を決定すると表明したこと

は大きな成果」と意義を強調した。
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